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☆山・旅・諸々 ☆

7月14日～17日、

学生時代の仲間達と北

陸の加賀白山に登って

きた。

今回は、登山口の別

当出合から高山植物の

咲き乱れる観光新道を

登る。室堂まで標高差

1,200mだ。急登を登

ると別当坂出合。ササ

ユリやニッコウキスゲ

等の高山植物が現れ始

める。尾根道は、ピン

ク、紫、白、黄色の

花々で埋め尽くされ、

素晴らしい景色だ。

殿ケ池避難小屋、黒

ボコ岩を過ぎると弥陀

ヶ原に出る。ここの木

道は、正に天国への道

を歩いているようだ。

前方には室堂と、そ

の先に最高峰の御前峰

2,702ｍが青空の下、

我々を呼んでいるよう

だ。明日はあの山を登

る予定だ。

日銀がマイナス金利を導入して4ヶ月が経ちました。

マイナス金利を好感した投資家が注目したのはＪリート

です。導入後しばらくはＪリートの投資口価格（株価に

相当）が上昇し、いったん落ち着いた後にマイナス金利

で収益が圧迫される銀行がＪリート投資を増やすなど再

び株価は上昇気流に乗り、東証リート指数は2000ポイ

ントを狙う水準までになりました。現在のように平均利

回りが3.5%を下回る状況は明らかに高値です。

そもそもマイナス金利の導入は、日銀が民間の銀行に

対して融資を増やせというシグナルですが、融資対象を

見ると不動産の他に資金需要が見い出せないのが実情で

す。日銀の統計だと全融資の内、2割程度が不動産向けと

なっています。融資先を増やすとしても不動産融資が増

えて物件価格の押し上げが顕著になるだけで、このまま

行けば今年後半には東京都心でミニバブル、局地バブル

が発生する可能性がありそうです。

現状の価格高騰を踏まえて大手不動産系でオフィスビ

ルを対象とするＪリートは「今は買い時ではない」と明

言しており、Ｊリートの新規物件取得の勢いは、後半に

向かってさらに鈍るのではないかとも言われています。

更に、今年２月のマイナス金利政策導入以降、風向き

が変わった点として外国人投資家の動向があります。2

～3月は外国人投資家が大幅に買い越しており、その規

模は過去2～3番目と言われています。これまでも日銀が

金融緩和を打ち出すと外国人投資家が買い越す傾向はあ

りましたが、そのＪリート買いが一服しました。東証が

6月10日発表した統計によりますと、外国人投資家は5

月に314億円を売り越しました。売り越しは4ヶ月ぶり

で、日銀がマイナス金利政策を導入して以降では初めて

です。日銀の追加緩和期待が薄れ、Ｊリート相場の先高

感が後退していることが背景にあるようです。
弥陀ヶ原

国税庁は７月４日、今年の１月１日時点の路線価を発

表しました。都内路線価で目立つのは銀座の上昇ぶりで

す。銀座５丁目・鳩居堂前の中央通りが3.3㎡（坪）当た

り1億3,328万円と、バブル期（1992年）の1億2,066

万円を超えました。上昇率も前年を上回る28.0％です。

銀座では街全体で建て替えや再開発が進み、今年4月

には旧松坂屋銀座店跡地と隣接地を一体開発した大型商

業施設「GINZA SIX」や、昨年は東急プラザ銀座や銀座

プレイスなどの開業が相次ぎ、路線価を大きく上昇させ

る要因となりました。

銀座には及ばないものの、新宿駅東口・新宿大通りも

2桁増の伸びとなりました。新宿高野本店前は14.2％増

の8,092万円（3.3㎡当たり）と高い伸びを見せました。

また伊勢丹新宿本店前も前年に比べ16.3％増の

7,537万円（同）でした。

地方は一部を除くと人口減少が始まり、経済は疲弊し、

地価も下がって元気がないところが大半です。

2017年路線価で見ると、標準宅地の変動率は0.4％

上昇と、前年の0.2％上昇を上回りました。しかし、31

県は依然として下落が続いています。その分を東京など

の大都市を抱える都道府県がカバーした結果、全国平均

では上昇したということです。

残暑お見舞い申し上げます

平成２９年晩夏

＜ 夏期休業のお知らせ ＞

下記の期間、休ませていただきます。

8月10日(木)～8月17日(木)


